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営
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ど
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磐
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が

な
か
っ
た
人
も
出
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
)

2
・
給
与
所
得
乃
外
に
上
述
の
所

得
が
あ
っ
た
人

3
・
日
際
労
働
な
ど
で
賃
金
を
貰

っ
た
が
二
月
中
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市
民
税
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，
申
告
を
忘
れ
て
い
た
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二
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出
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三
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提
出
場
所

魚
津
市
役
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叉
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内
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支
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紙
は
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報
員
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通
じ
て
近
日

配
布
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な
お
こ
の
申
告
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な
い
と
き

は
‘
扶
養
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が
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れ
な
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り
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一
学
的
に
増
産
で
き
る
好
参
考
書

一
で
す
c

叉
家
庭
環
闘
を
さ
れ
る

一
方
に
も
充
分
参
考
と
な
り
ま
す

一
な
ほ
関
芸
栽
培
に
必
要
な
肥
斜

一
l
土
壌
l
関
係
の
参
考
書
も
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
れ
か
ら
の
自
給
肥
料
」
「
誰

に
も
わ
か
る
肥
料
の
知
識
」
「
施

肥
の
技
術
同
士
壊
と
肥
戦
同
土

壌
の
は
な
し
」

市

土
に
親
し
む
好
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
果
樹
l
草
花

l
栽
培
l
和
洋
疏
菜
の
作
り
方

ー
な
ど
の
好
参
考
書
を一一一一一御

紹
介
い
た
し
ま
す
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ー

果

樹

l

「
果
樹
園
芸
』
「
今
後
の
果
樹

つ
く
り
」
「
葡
萄
.栽
培
法
同
接

木
挿
木
の
新
技
術
」
「
家
庭
閑

芸
常
識
」
「
園
芸
技
術
使
覧
」

:
:
:
等
果
樹
つ
く
り
に
は
も
っ

て
こ
い
の
好
参
考
書
で
す
。

;
草
花
栽
培
l

「
実
用
草
花
栽
培
」
「
極
味
実

用
草
花
関
芸
」
「
球
楳
草
花
の

作
り
方
」
「
図
解
草
花
栽
培
の

手
引
附
草
花
こ
よ
み
」
「
輸
出

作
物
と
栽
培
と
経
営
」
:
:
:
等

趣
味
と
実
用
を
兼
ね
て
こ
れ
か

ら
は
じ
め
て
栽
培
さ
れ
よ
う
と

さ
れ
る
方
に
も
解
り
や
す
く
書

い
て
あ
り
ま
す
。

ー
和
洋
疏
菜
の
作
り
方
ー

「
読
葉
襲
業
」
「
新
鮮
野
菜
」

「
こ
れ
か
ら
の
野
菜
」
「
西
洋

疏
菜
の
栽
培
」
「
藤
英
闘
芸
」

「
マ
メ
つ
く
り
の
研
究
」
「
サ

ツ
マ
イ
モ
っ
く
り
」
「
西
洋
競

菜
の
栽
培
法
」
:
:
:
等
一
般
農

家
の
方
々
に
は
勿
論
実
用
と
科

津
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県
民
広
報
の
世
論
調
査
の
中
一

毎
月
十
日
頃
配
布
さ
れ
る
と

の
回
答
が
多
か
っ
た
が
、
市
、

の
広
報
は
毎
月
一
目
、
十
五
日

日
の
二
回
発
行
し
て
少
し
で

も
早
く
皆
さ
ん
の
家
庭

へ
廻

る
よ
号
努
力
し
て
い
ま
す
の

で一

層
の
協
力
を
御
願
い
し

ま
す
c

@
十
九
日
、
一

一十
四
日
の
投
票

目、

今
こ
ぞ
与
え
ら
れ
た
権

利
を
充
分
自
覚
し
て
行
使
し

F
h
え
J
C

@
桜
の
花
も
既
に
咲
き
乱
れ
散

っ
て
愈
々
農
家
の
猫
の
手
で
"

も
欲
し
い
と
言
ろ
時
が
や
っ

て
く
る
c
夕
食
後
の
一
時
で
い

も
と
の
広
報
に
目
を
止
め
て
.

下
さ
い
。

う

1
・
苗
ぐ
さ
れ
病

種
籾
そ
蒔
い
て
か
ら
壊
や
日

が
続
き
，
酸
素
不
足
と
な
る

と
.
首
ぐ
さ
れ
病
が
発
生
す

る
か
ら
、
橘
種
後
は
恩
は
浅

水
、
夜
間
、
日
中
で
も
寒
い

風
の
時
は
深
水
と
し
て
、
保

温
に
つ
と
め
る
。
し
か
し
こ

れ
に
も
効
果
が
充
分
で
な
い

か
ら
‘
由
ソ
ス
プ
ル
シ
消
毒
を

行
ふ
。
消
毒
し
て
あ
る
種
籾

な
ら
ば
‘
蒔
い
て
か
ら

一
週

間
位
の
効
果
が
あ
る
か
ら
、

一
週
間
目
頃
に
坪
当
一
一
一
l
四

匁
を
約
二

l
五
合
の
水
に
溶

か
し
て
、
苗
代
の
水
の
深
さ

=
寸
位
に
じ
て
、
ジ
ョ
ウ
ロ

で
、
水
の
上
か
ら
ま
い
て
や

る
か
.
叉
は
落
水
し
て
千
倍

液
を
坪
当
五
l
六
升
を
ま
い

て
か
ら
一

l
二
時
間
後
静
か

‘
に
水
を
入
れ
る
c
気
温
の
高

い
時
有
機
物
の
少
い
所
で
は

薬
害
が
出
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
薬
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
4

気
候
の
状
態
に
よ
り
、
更
に

苗
ぐ
さ
れ
が
発
生
す
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
は
‘
も
う
一

度
一

週
間
後
に
撒
布
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
c

2
・

肥

皮

こ
れ
は
苗
代
の
床
面
に
徴
生

物
が
繁
殖
し
て
‘
苗
代
の
表

層
が
は
げ
て
種
籾
と
幼
苗
が

浮
き
上
る
の
で
あ
る
c

根
が

充
分
に
土
壊
の
中
に
入
る
と

肥
皮
が
出
来
て
も
被
答
は
少

な
い
が
‘
そ
れ
以
前
で
あ
る

と
種
籾
が
浮
き
上
り
‘

或
は

土
中
に
入
り
か
L

っ
た
根
も

抜
け
て
、
転
苗
の
原
因
と
な

る
c
-日
中
に
芽
干
し
を
す
る

と
更
に
ひ
ど
く
な
る
か
ら
、

苗
代
を
ほ
す
時
は
夜
干
を
す

る
か
」
楽
剤
撒
布
と
し
て
は
、

『
心
の
ス
キ
は
戸
締

b

k
」

国
警
本
部
の
発
表
に
よ
る
と

一
戸
締
』。
寺
第
一
の
心
得
と
せ
ね

昨
年
の
四
月
中
に
発
生
し
た
主一

ば
な
ら
ぬ
。

な
る
犯
罪
は
、
窃
盗
、
暴
行
、

一

各
家
庭
で
は
、

戸
締
を
厳
重

傷
害
等
で
、
犯
罪
の
手
口
は
、
自

一
に
す
る
と
共
に
外
出
の
と
き
は

転
車
ド
ロ
、

忍
び
こ
み
、

空
巣

一隣
近
所
に
留
守
の
聞
の
連
絡
を

抜
取
り
、
底
舗
荒
し
と
な
っ
て

一
は
か
り
、
万
一
犯
罪
を
受
け
た

い
る
。

侵
入
の
方
法
は
戸
締
の

一場
合
は
、
被
害
の
大
小
に
関
係

な
い
為
の
犯
罪
が
五
O
%
、
戸

一
な
く
現
状
そ
其
僅
に
し
て
、

速

障
子
や
硝
子
窓
の
鍵
を
は
ず
し

一
か
に
届
出
る
事
が
肝
要
で
あ
る

て
入
っ
た
も
の
が
約
三
=
%
に

一

少
し
の
油
断
か
ら
火
災
を
引

な
っ
て
い
る
。

一き
起
す
の
も
、
と
れ
か
ら
な
の

此
の
様
に
戸
締
の
な
い
為
め
一
で
充
分
火
の
用
心
に
努
め
な
け

の
犯
罪
が
五
O
M
も
あ
る
と
言

一
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸
い
本
市
の
昨

う
の
は
、
全
く
心
の
ス
キ
か
ら

一年
度
に
は
火
災
も
な
か
っ
た
こ

出
て
く
る
吾
等
の
罪
で
、
な
ん

一
と
は
誠
に
結
構
な
事
で
、
と
れ

と
し
て
も
こ
の
点
に
充
分
気
を

一
は
全
く
市
民
の
自
覚
に
依
る
も

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
‘
一

層

日
夜
る
前
に
先
ず
火
の
用
心
と
一
の
注
意
が
肝
要
で
す
。
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第三種郵便物認可/(第18号)


